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   「振動試験基礎セミナー」開催のお知らせ（▼締め切り 2010 年 6 月 23 日) 
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 近年、製品に対し従来求められていなかった水準の耐環境性が要求されるだけで 

なく、自ら耐環境性に対する仕様を策定し、製品企画の初期段階から耐環境性を 

意識した設計、評価、対策を求められる事例が増えてきております。 

 このような状況に対応するため、当センターでは（財）みやぎ産業振興機構との 

共催により、企業の皆様に環境試験技術の高度化に役立てて頂けるよう，振動試 

験の基礎についてのセミナーを企画しました。 

 企業内の研修として、また振動試験機の導入を検討されるときの情報収集目的等 

に是非ご活用下さい。 
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●自動車，航空機，電気電子機器の品質保証，設計、開発に振動試験は必要です。 

●情報入手が困難な振動試験について基礎から学ぶことができます。 

●振動試験の実地試験を間近で体験できる貴重な機会です。 

 

・日時：2010 年 7 月 2 日(金) 13:00～17:00 

・講師：ＩＭＶ株式会社 青木秀修（アオキヒデナオ） 

    営業本部長 兼テストラボ事業部長 

・場所：宮城県産業技術総合センター 大会議室（仙台市泉区明通 2-2） 

・受講料：無料 

・定員：30 名程度 

 

▼案内パンフレットはこちらから： 

http://www.mit.pref.miyagi.jp/kenshu/10/index.html#trend 

 

・研修概要： 

振動試験機の基礎及び活用方法の修得 

内 容 

１．振動試験概要 

 １-１．環境試験とは 

 １-２．フィールドの環境 

 １-３．各種試験方法 

２．振動試験関連用語 

 ２-１．正弦波振動、ランダム、衝撃試験の用語 

３．振動試験、実施時の注意点 

 ３-１．正弦波、ランダム、衝撃試験、実測波形再現の違い 

 ３-２．供試品の取付、計測器の取り扱い、制御の種類 

 ３-３．振動試験実施時の注意点 

４．振動試験関連規格 

 ４-１．基本規格 

 ４-２．輸送規格 

 

※ ３．については当センターの振動試験機を使って解説いたします。 

 

皆様には研修の趣旨をご理解のうえ是非受講くださるようご案内申し上げます。 

 

・申し込み方法： 



上記 URL より案内パンフをダウンロードいただき、パンフ内の申込書に、必要事項を 

ご記入の上、FAX か郵送にてお申込ください。 

もしくは必要事項をご記入いただきまして E メールにてお申し込みください。 

 

定員に達した場合は締め切らせていただく場合があります。ご了承ください。 

 

・問い合わせ先 

宮城県産業技術総合センター 

機械電子情報技術部 電子応用技術開発班 

TEL: 022-377-8700／E-Mail: shindou@mit.pref.miyagi.jp 

 

--------------------------------------------------------------------- 

E メール申し込み用 

ご氏名  

会社名  

所在地 〒 

所属部署 お職名  

ご連絡先 TEL:       (       )             FAX:        (       ) 

E-mail: 

ご担当（ ）研究 （ ）設計・開発 （ ）品質管理 （ ）営業  

   （ ）その他 (         ）    

振動試験のご経験  

   （ ）ご自身で試験をしたことがある  

   （ ）試験を依頼したことがある 

   （ ）これから試験の実施を考えている  

   （ ）まだ試験の予定はない 

 

shindou@mit.pref.miyagi.jp 宛にお送りください。 

--------------------------------------------------------------------- 

 


